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 要 旨   
 WHO によると世界でビールがもっとも多量に消費されており、これにスピリッツとワイ

ンが次ぐ。しかしながら、アルコール飲料の消費形態（例えば摂取量、飲酒様式、よく飲

酒するアルコール飲料など）は経済、社会、宗教、伝統、流行の影響によって、世界のあ

らゆる地域で異なる。この報告では、イタリアとアメリカを例にとって、アルコール飲料

の消費形態の比較を行った。イタリアは世界でもトップのワイン生産及び消費国であるが、

アメリカではビールとスピリッツがより消費される。イタリアではワインは食事とともに

摂取される例が多く、これは米国との大きな違いである。個人や集団でアルコール飲料の

健康への影響を理解する場合、これらのアルコール飲料の消費形態の違いをよく理解して

おく必要がある。しかしながら、これらの違いがあるにも関わらず、飲酒の健康影響（血

圧や心血管系への影響など）に関しては顕著な一致が見られる。これは飲酒パターンと健

康影響の関連は事実であり、社会的及び文化的交絡因子の影響ではないことを示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 




